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由利地域の小菅野集落遊園地に新しい遊

具が整備され、子どもたちが楽しく利用し

ています。子育て環境がまた１歩前進！

深井 真紀 さん
　真紀さんは、雑貨屋「にこり」を去年４月、谷地町に

開店。「手作りのモノの良さを感じられ、心癒やされ

る場所を提供したい。カダーレのそばにあり、地域活

性化にも貢献できれば」と意欲を見せます。

　中国駐留の営業職を勤めた後、秋田公立美術工芸

短大（現公立美術大学）で陶芸を学んだ真紀さん。置

物や小物など、自らの作品のほか、今では30人ほどの

作家の方々と交流して布小物やアクセサリーなどを扱

い、「品揃えが豊かになった」とにっこり。兄に手伝っ

てもらいながら、県内外の手作りイベントでのセール

スや絵画制作などにも出かけています。

「近隣の方からの応援が本当にうれしい。人とのふれ

あいを大切にしていきたい」と話し、ほほ笑みます。

FUKAI  Maki

♥27歳、大谷（大内地域）

♥性格　石橋を叩かず渡るタイプ

♥好きな言葉　楽して生きるな、楽しく生きろ

♥市内で好きな場所　本荘のカフェ（主に徒歩圏内）

♥お世話になっている方へ　ハンドメイド作家さんの作品のおかげ

　でにぎやかで楽しい店になりました♪ 感謝感激です。
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 ふれあい
　サイドストーリー

等身大の“まちおこし”発信中 沼田）は、このページを見て面白
そうだと感じ、今年３月から参加。
　「今は、市のともしび基金を活用
して、８月に実施した『まちだべり』
で出たアイデアを実行する準備を
しています。どんな形にできるか、
ワクワクします。」と話します。
　「由利本荘を好きになる場所で
す。気になったら、遊びに来るつも
りで参加してほしい」とはにかみま
した。また一層、若者の
輪が広がりそうです。
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地域で頑張る若い世代を紹介します！ Your Smile
やわらかな、若い風 ◯3

Monthly Happy Communications
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陶芸村のにこりぃ
,
sとコーヒーカップ

『こちら「由利本荘若者会議」Since2013』フェイスブックページ 由利本荘若者会議

新しいすべり台、
とっても楽しいヨ

     (記事は11㌻)

由利本荘市うまいもの酒場1周年！
長年の功績たたえ、叙勲・褒章
主な内容

　若者の視点で地域を楽しむ
「由利本荘若者会議」が活動を発
信するフェイスブックページがあ
ります。平成25年５月に結成さ
れ、現在は高校生から大学生・
30代の社会人までおよそ20人で
活動中です。
　森井健仁さん（27歳・西目町
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（71歳・川口）

小川 弘喜さん

瑞
宝
小
綬
章 

裁
判
官
功
労

　小川さんは、昭和38年に裁判所に奉
職。各地の裁判所で司法行政および裁
判事務に携わり、裁判所書記官研修所
教官として後進の養成にも尽力されまし
た。平成15年からは仙台、本荘、秋田の
簡易裁判所判事を歴任され、円満な紛
争解決に貢献されました。

「これまで勤めた裁判所で出会った多くの方々の

ご指導、ご鞭撻と友人、家族の支えのたまものと

深く感謝しています。この気持ちを忘れず、有意

義な人生を送りたいと思います」と話す小川さん

（80歳・東梵天）

土田 輝男さん

瑞
宝
双
光
章 

教
育
功
労

　土田さんは、昭和32年の奉職以来
35年の長きにわたり教鞭をとられ、北
内越小学校長、象潟中学校長を歴任。
在職中は、国語教育を中心に生徒の豊
かな心の育成に寄与する教育環境整備
と、地域に開かれた学校作りに尽力さ
れ、教育振興に大きく貢献されました。

「名誉ある叙勲をいただき感謝しています。同

職した方に恵まれ、充実した学校生活を送るこ

とができました。今後も教育に関わりながらで

きる範囲で頑張ります」と語る土田さん

（71歳・石脇）

長谷山 武夫さん

瑞
宝
双
光
章 

警
察
功
労

　長谷山さんは、昭和40年に秋田県警
察官になられ、県内各地の警察署勤務
を経て、警部として本荘警察署に勤務、
羽後本荘駅前交番所長を務められまし
た。主に住民との接点となる地域警察
官として第一線に立ち、地域の安全・安
心のために尽力されました。

地域の住民の皆さまのご指導とご協力、内助の

功で40年間の奉職を全う出来たことに感謝して

います。今後も地域の防犯などに微力ながら尽

くしたいと思っています」と話す長谷山さん

（61歳・岩城赤平）

阿部 幸哉さん

瑞
宝
双
光
章 

防
衛
功
労

　阿部さんは昭和49年に陸上自衛隊
に入隊。以来35年間、主に北海道や東
北各地に勤務。第一線部隊における通
信、補給業務を担当し各部隊の隊務運
営に貢献されました。また、その間多く
の災害派遣、各種大会支援を実施され
ています。

「この度の栄誉もひとえに皆さまのご指導、ご

支援のたまもので、深く感謝しています」と話

す阿部さん

栄えある受章　おめでとうございます

瑞
宝

▼ 危険業務従事者叙勲

栄えある受章　おめでとうございます栄えある受章　おめでとうございます
▼ 危険業務従事者叙勲

このほど、「秋の叙勲」「秋の褒章」「危険業務従事者叙勲」　　　　「高齢者叙勲」 が発表され、本市関係では人の方々が受章しました。

叙勲　長年にわたり国家や公共
　　　事業、自治行政や消防な
　　　どの分野で社会に貢献さ
　　　れた方々を顕彰し、勲章
　　　を贈る栄典。
褒章　社会や公共の福祉、文化
　　　などに貢献した方々を顕
　　　彰する栄典の一つ。事績
　　　により6種類に区分される。

長
年
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た
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え
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・
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章

べんたつ
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（73歳・石脇）

佐久間 朝子さん

藍
綬
褒
章 

更
生
保
護
功
績

　佐久間さんは、昭和62年から現在ま
で保護司として、保護観察処分を受け
た人などに対する指導や助言などの更
正保護活動を進められるとともに、平成
19年から本荘地区保護司会理事を務
められ、犯罪のない明るい社会の構築
に尽力されています。

「このような褒章を受け驚きましたが、とても

光栄です。28 年間、諸先輩をはじめ皆さまのご

指導があり続けてこられました。これからも一

層精進して務めて参ります」と話す佐久間さん

（65歳・肴町）

佐々 木 眞理子さん

藍
綬
褒
章 

調
停
委
員
功
績

　佐々木さんは、平成８年４月から現在
まで秋田家庭裁判所調停委員、秋田
地方裁判所調停委員を務められ、この
間職務に精励し、優れた見識と公正な
判断により調停の成立に尽力されてい
ます。平成25年９月には仙台高等裁判
所長官表彰を受けられました。

「受章の知らせに驚きましたが、光栄に思ってお

ります。これからも誠意を持って職務にあたっ

ていきたいです」と話す佐々木さん

（88歳・松本）

小笠原 政一さん

旭
日
単
光
章 

地
方
自
治
功
労

　小笠原さんは、昭和56年から12年間
にわたり旧大内町議会議員をつとめら
れました。その間建設常任委員会委員
長、総務常任委員会副委員長、教育民
生常任委員会副委員長を歴任、地方自
治運営の適正化と住民福祉の向上、町
政の発展に尽力されました。

「在職中は地域の人たちが円満に暮らしやすく

なるよう願っていました。皆さまの支えがあって

受章することができました」と話す小笠原さん

（88歳・西沢）

佐藤 正三さん

旭
日
単
光
章 

地
方
自
治
功
労

　佐藤さんは、昭和38年に旧由利町議
会議員に当選以来、昭和58年まで５期
20年余りにわたり、地方自治の発展に尽
力されました。この間、同副議長を２年間
務められたほか、教育厚生委員会委員
長、総務委員会委員長などを歴任。地域
の活性化に大きく貢献されました。

「図らずも叙勲の誉れにあずかり、心から感謝

申し上げます。私個人のものではなく、皆さま

支えあっての受章です。在職中の仕事は、私の

生きがいでした。これからも皆さまのお幸せを

お祈りしております」と話す佐藤さん

栄えある受章　おめでとうございます
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　井島人権擁護委員、法務大臣表彰
　人権擁護委員として人権擁
護・人権思想の普及に尽力し
た功績により、井島京子さん（71
歳・館）が法務大臣から表彰を
受けました。井島さんは平成 16
年から現在に至るまで委員を務められ、「活動
を通し、子どもたちも大人以上に悩みを抱えて
いると感じています。これからもじっくりと相談
に乗ってあげたい」と話していました。

　本市の交通安全意識の高揚に努めたこと
から、由利本荘地区交通安全協会常任理事
兼岩谷支部長の正木正夫さん（83歳・岩谷・

左）が東北管区警察局長・東北交通安全協
会長から東北交通安全功労者表彰、由利本
荘地区交通安全協会長の遠藤誠助さん（83
歳・石脇・右）が警察庁長官から警察部外功
労者表彰を受けました。

　市スポーツ少年団矢島支部が、スポーツ少
年団活動を通して青少年の健全育成に努め
ていることなどが評価され、生涯スポーツ優
良団体として文部科
学大臣表彰を受けま
した。相庭安一支部
長は11月６日に教育
委員会で受賞を報
告。「このように評価
いただきとてもあり
がたい。引き続き頑
張っていきたい」と
話しました。

　スポーツ少年団矢島支部
　生涯スポーツ優良団体大臣表彰に

　民俗芸能の保存・伝承に功績を残したとし
て、村上定雄さん（87歳・鳥海町猿倉）と眞坂
三次郎さん（73歳・石脇）が県民俗芸能功労
者として表彰されました。
　村上さんは、20代から本
海獅子舞番楽猿倉講中で
舞手として参加。昭和53年
からは講中の代表として、舞
の伝承や後継者育成に尽
力されました。また眞坂さん
は、20代から舞手などとして
石脇神楽に参加し、また、石
脇神楽保存会と石脇伝統
芸能保存会をそれぞれ設立。両団体では会
長を務め、後継者育成や民俗芸能の振興に
貢献されました。

　村上さんと眞坂さんが
　県民俗芸能功労者表彰に

村
上
さ
ん

眞
坂
さ
ん

　由利本荘地区交通安全協会
　会員２人に功労者表彰
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　市長の長谷部です。10月の私の行動の一
部を写真でお知らせします。この情報は市
ホームページでもご覧いただけます。

　
消
防
団
や
消
防
隊
の
連
携
強
化

や
地
域
住
民
の
防
災
意
識
高
揚
を

目
的
に
、
東
由
利
地
域
の
防
災
訓

練
が
11
月
１
日
に
蔵
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
地
元
の
消
防
団
員

や
消
防
隊
、
ま
た
自
主
防
災
組

織
に
所
属
す
る
地
域
住
民
な
ど

約
１
６
０
人
が
参
加
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
地
震
が
発
生
し
蔵

地
区
で
は
震
度
６
弱
を
観
測
し
た

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
負
傷
者
と
そ
れ
を

救
助
す
る
人
な
ど
の
役
に
分
か
れ

て
行
う
救
助
訓
練
や
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
の
初
期
消
火
、
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
な
ど
に
真
剣
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
防
災
意
識
が
さ
ら

に
高
ま
る
、
充
実
し
た
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

団
結
し
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から

　
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
観
光
客
を
呼

び
込
も
う
と
、
タ
イ
王
国
と
台
湾

を
訪
問
し
、
観
光
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
訪
問
し
た
タ
イ
王

国
で
は
、
日
本
政
府
観
光
局
バ
ン

コ
ク
事
務
所
を
訪
問
し
た
ほ
か
、

各
旅
行
社
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
本
市
の
概
要
と
自
然
や
食
な

ど
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
北
都
銀
行
バ
ン
コ
ク
駐

在
員
事
務
所
や
タ
イ
王
国
へ
進
出

小
島
彼
誰
顕
彰
会
が
句
碑
を
建
立

〜
漁
夫
の
子
は

　漁
夫
と
な
り
け
り

　春
の
海
〜

　
小
島
彼
誰
顕
彰
会
（
佐
々
木
紘

一
会
長
）
が
、
そ
の
名
句
を
刻
ん

だ
句
碑
を
建
立
し
、
10
月
31
日
に

除
幕
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
句
碑
に
は
、
大
正
10
年
に
講
談

社
全
国
公
募
俳
句
で
一
等
入
賞
し

た
「
漁
夫
の
子
は
　
漁
夫
と
な
り

け
り
　
春
の
海
」
の
句
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
会
長
は
、「
３
年
前
に
は

生
誕
の
碑
を
建
て
、
今
回
ま
た
句

碑
を
造
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
、
彼
誰
の
功
績
を
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
小
島
彼
誰
は
多
く
の
小
説
や
俳

句
を
生
み
出
し
た
本
荘
地
域
出
身

の
文
人
。
顕
彰
会
は
俳
句
コ
ン
ク
ー

ル
や
句
碑
を
巡
る
探
訪
会
を
開
催

す
る
な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
本
市
企
業
関
係
者
と
も

意
見
交
換
し
、
現
地
の
状
況
や
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　
親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
、
本
市

を
訪
れ
る
観
光
客
が
年
々
増
え
て

い
る
台
湾
で
は
、
送
客
実
績
の
あ

る
各
旅
行
社
を
訪
問
し
、
新
規
旅

行
客
と
リ
ピ
ー
ト
客
向
け
の
新
た

な
観
光
素
材
や
ツ
ア
ー
ル
ー
ト
な

ど
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
秋
田
空
港
か
ら
の
定
期
便
が
な

い
両
国
で
す
が
、
秋
田
の
食
、
温

泉
、
自
然
、
特
に
雪
遊
び

へ
の
関
心
が
高
く
、
特
に
本
市

で
体
験
で
き
る
「
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
雪
上

車
」
に
非
常
に
興
味
を
持
た
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　
今
後
、
各
観
光
施
設
に
お
け
る
外
国

人
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案
内
板
な

ど
受
け
入
れ
の
ソ
フ
ト
対
策
も
充
実
さ

せ
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
観
光
客
誘
致

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

タイ王国日本政府観光局バンコク事務所で

台湾上順旅行社
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昨
年
11
月
、
東
京
都
千
代
田
区

神
田
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
由
利
本

荘
市
う
ま
い
も
の
酒
場
」
は
、
本

市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
連
携
協
定
を
結

ん
だ
㈱
ド
リ
ー
ム
リ
ン
ク
（
秋
田

市
）
が
運
営
し
、
都
心
に
位
置
す

る
〝
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
〞
と
し

て
、
本
市
の
食
材
や
地
酒
を
味
わ

え
、
観
光
や
文
化
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
ま
る
ご
と
ア
ピ
ー
ル
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
開
店
か
ら
一
年
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
11
月
４
日
に
同
店

舗
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
関

係
者
や
由
利
本
荘
ふ
る
さ
と
会
員

な
ど
約
30
人
が
駆
け
つ
け
、
１
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
長
谷
部
市
長
は
「
昨
年

の
開
店
以
来
、
本
市
の
食
材
や
特

産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
た
い
。
市
と
し
て
も
、
市

役
所
内
に
『
由
利
本
荘
ま
る
ご
と

営
業
本
部
』
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
販
路
拡

大
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
も
本
市
へ
の
誘
客
推
進
や

特
産
品
の
販
路
拡
大
、
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
充
実
し
、
市
の
フ
ァ

ン
を
増
や
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

関
係
者
約
30
人
が
節
目
を
祝
う

東
京
神
田
〝
ア
ン
テ
ナ
居
酒
屋
〞
１
周
年

Event  and  Sports

岩
手
〜
秋
田
間
で
健
脚
競
う

第
55
回
奥
羽
横
断
駅
伝
競
争
大
会

　
第
55
回
奥
羽
横
断
駅
伝
競
争
大

会
が
10
月
31
日
・
11
月
１
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
29
チ
ー

ム
が
岩
手
県
西
和
賀
町
役
場̶

横

手
市
役
所̶

本
市
市
役
所
ま
で
の

計
１
０
０
・
３
㌔
で
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
た
本
市
市

役
所
前
で
は
全
力
を
尽
く
し
た
ラ

ン
ナ
ー
が
次
々
と
ゴ
ー
ル
。
中
に

は
順
位
争
い
が
最
後
ま
で
も
つ
れ

る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

幅
広
く
情
報
収
集
、
適
切
な
対
応
を
検
討

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
」
を
設
置

　
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
大
筋
合
意
を
受
け
、
市
で
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
20
日
に
１
回
目
の
会
議
が
開
か

れ
、
各
分
野
か
ら
幅
広
く
情
報
収

集
す
る
こ
と
や
、
連
携
し
た
対
応

を
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
対
策
本
部
で
は
、
今
後
も
会
議

を
重
ね
、
大
き
な
影
響
が
予
想
さ

れ
る
分
野
に
つ
い
て
適
切
な
対
応

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
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■農産品評会　優等賞

■第 72回市工芸品展

■第 63回本荘由利発明工夫展
賞区分 　 作品名　　　    氏　名　  　学校・学年

学校賞（団体の部）  鶴舞小学校
県発明協会長優秀賞 くっつく鍋しき 松橋寛太　 鶴舞小５年

賞区分 　　　　作　品　名　　　　  氏　名　      地域

■第 44回本荘由利未来の科学ゆめ絵画展

■由利本荘市・にかほ市小学生書道展
賞区分 　   氏　名 　　学校・学年

市長優秀賞 刺し子（麻の葉のエプロン） 加藤夫美
市長優良賞 刺し子（ロングベスト）　 阿部克子
市議会議長賞 神代杉　衝立　 斉藤重太郎
市商工会長賞 刺し子（テーブルセンター） 村井タマ
市シルバー人材
センター理事長賞 刺し子（ショルダー） 小島千代子

市教育委員会教育長賞（団体の部） 尾崎小学校 

県発明協会長賞

 点字パット　 佐藤爽良 東由利小5年
 まほうのスポンジ 小沼里歩　 尾崎小３年
 でんちゅうがた
 しょうかせん 白幡千紘 尾崎小１年

■第 46回全国ごてんまりコンクール
賞区分 　　　　    作　品　名　　　　氏　名　        地域

東北経済産業局長賞 菊・もみじ 柴田幸子 秋田市
秋田県知事賞 アルハンブラの思い出 黒田幸子 東京都
由利本荘市長賞 花紋麻の葉 齋藤韶子 茨城県
秋田県観光連盟会長賞 満開桜 中島妙子 京都府
秋田県物産振興会賞 バラのブーケ 森山弘子 茨城県
読売新聞社賞 八重桜 木村智江子 埼玉県
河北新報社賞 薬玉 北山須美子 石川県
朝日新聞社賞 波の華 武田年子 京都府
毎日新聞社賞 五角の色合わせ 中島令子 和歌山県
秋田魁新報社賞 截金くずし 井上千鶴子 和歌山県
NHK秋田放送局賞 花筏 櫻井春子 埼玉県
ABS秋田放送賞 あさのはの集い 今井るみ子 新潟県
AKT秋田テレビ賞 海鳥の群れ 新妻栄子 福島県
AAB秋田朝日放送賞 メリーゴーランド 藤村悦子 熊本県

〝
上
位
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〞
（
敬
称
略
）

矢
島

産
業
文
化

祭
が
10
月

31
日
と
翌

１
日
に
日
新
館
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
島
高

校
の
生
徒
が
販
売
し
た
地

産
地
消
の
ス
イ
ー
ツ
は
大

好
評
で
す
ぐ
完
売
に
。
も

ち
つ
き
体
験
も
行
わ
れ
、

妹
と
参
加
し
た
齊
藤
萌
華

さ
ん
（
６
歳
・
新
潟
県
胎

内
市
）
は
「
楽
し
か
っ
た
。

初
め
て
食
べ
る
松
皮
餅
は

お
い
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
ま
し
た
。

茶
の
湯
に
親
し
む
子
ど
も
た
ち

岩
城

で
は
、
地

域
文
化
祭

が
10
月
31

日
と
１
日
に
岩
城
会
館
な

ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。
１

日
は
児
童
生
徒
の
発
表
や

生
涯
学
習
自
主
講
座
芸
能

発
表
な
ど
、
学
び
の
成
果

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
斎
藤
修
一
さ
ん（
58
歳
・

岩
城
冨
田
）
は
、「
中
学

生
の
吹
奏
楽
の
演
奏
が
よ

か
っ
た
。
菊
の
花
も
丹
精

込
め
た
つ
く
り
で
素
晴
ら

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
場
産
品
を
売
り
込
む
西
目
小
児
童

西
目

の
道
の
駅

で
１
日
、

「
は
ま
な

す
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
キ
ッ
ズ
マ
ー
ト「
子

ど
も
★
あ
き
ん
ど
塾
開
店
」

で
は
、
西
目
小
６
年
生
51

人
が
「
西
目
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
商
品
の
詰
め
合
わ

せ
を
販
売
。
佐
々
木
桜
妃

さ
ん（
同
小
６
年
）は「
も
っ

と
西
目
の
良
さ
に
気
付
い

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
元

気
な
呼
び
込
み
の
声
を
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

実
り
の
秋
、

催
し
多
彩
に

地
域
文
化
祭
を
回
っ
て

市長賞

 山下佳夏 平沢小６年
 金子なぎさ 平沢小５年
 齋藤葵 平沢小４年
 嶋田紗希 鶴舞小３年

「
き
、
き
ね
っ
て
重
い…

…

」

由
利
本
荘
市
民
ま
つ
り

由利本荘米 つぶぞろい 伊藤　征 大　内
水稲雑穀 株稲（あきたこまち） 佐々木富春 由　利
イモ類 バレイショ（男爵） 大滝　秋治 本　荘

葉たばこ 葉たばこ（第1バーレー
 種たいへい） 長谷山博昭 東由利

果実 りんご（ふじ） 三浦由利子 西　目

野菜 ミニトマト（サンチェ
 リーピュア） 今野純一 矢　島

花き リンドウ（深山秋） 眞坂長寿 鳥　海

農産加工品 てっぽう漬 東由利特産 東由利
  物振興会

飼料作物 乾牧草（オーチャード
 グラス） 相庭香月 矢　島

キノコ類 生椎茸 ㈱ファーム鶯 由　利
学校農園の部 さつまいも 下川大内小学校 大　内

賞区分 　　　作　品　名 　　　   氏　名

賞区分 作　品　名　　　氏　名　　 学校・学年
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一般会計の執行状況

歳　入

地 方 交 付 税

市 税

国 庫 支 出 金

市 債

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

使用料・手数料

分担金・負担金

そ の 他

歳 入 合 計

項　　　　目 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率（％）

193億7,215万6千円

77億9,400万1千円

58億1,929万7千円

64億5,300万0千円

43億2,358万5千円

2億5,594万2千円

2億3,194万9千円

6億　934万0千円

5億1,230万2千円

35億1,981万4千円

488億9,138万6千円

144億8,735万1千円

42億3,537万2千円

15億5,474万7千円

6,670万0千円

6億8,072万3千円

3千円

1億5,200万1千円

1億6,225万3千円

2億5,194万3千円

39億8,119万8千円

255億7,229万2千円

233億1,909万4千円未 収 入 額

74.8

54.3

26.7

1

15.7

0

65.5

26.6

49.2

113.1

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を示したものです。
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。

ガス・水道事業 執行状況
損益計算書（平成27.4.1～27.9.30） （千円）

（千円）

（千円）

貸借対照表（平成27.9.30）

キャッシュ・フロー計算書（平成27.4.1～27.9.30）

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業

488,188
404,459
83,729
34,772
21,504
96,997

0
96,997

1,569,953

1,472,956

762,727
605,846
156,881
84,487
103,227
138,141

78
138,063

0

138,063

資産の部

負債の部

資本の部

固定資産
流動資産

資　産　合　計

負債資本合計

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計
資本金
剰余金
資本合計

1.業務活動によるキャッシュ・フロー

2.投資活動によるキャッシュ・フロー

3.財務活動によるキャッシュ・フロー

4.現金及び預金の増減額

5.現金及び預金の期首残高

6.現金及び預金の期末残高

　市の決算額の推移をみると、平成20年度から７年連続の黒

字を維持し、標準的な財政規模のうち、実質的な借金返済額の

割合を示す実質公債費比率も12．８％と年々減少しており、健

全で持続可能な財政運営が図られています。

　今月号では、平成27年度上半期の

「市の財政状況」をお知らせします。

　皆さんからの貴重な税金や国・県

からのお金がどのような予算規模

で、どれくらい使われているか、表に

しています。

１．  営業収益 
２．  営業費用 
　　営業利益 
３．  営業外収益 
４．  営業外費用 
　　経常利益 
５．  特別損失 
　　当期純利益 
前年度繰越利益剰余金
前年度繰越欠損金 
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金 

148,398

△ 26,700

△ 153,261

△ 31,563

136,818

105,255

特別会計の執行状況

会　　計　　別 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

112億8,172万1千円
7億4,993万5千円
4億   656万7千円
1,101万7千円

5億5,552万2千円
8,670万6千円
7,389万3千円

7億4,420万9千円
29億6,197万6千円
22億5,227万5千円
15億8,470万5千円
1億6,597万0千円

361万6千円
208億7,811万2千円

48億4,524万8千円
2億1,745万8千円
8,394万7千円
621万7千円

1億4,310万4千円
996万7千円
3,446万8千円

3億   729万6千円
2億4,364万9千円
1億4,981万0千円
1億8,257万8千円

6万0千円
215万5千円

62億2,595万7千円

42.9
29
20.6
56.4
25.8
11.5
46.6
41.3
8.2
6.7
11.5
0

59.6
29.8

47億2,274万3千円
2億1,905万3千円
1億5,611万9千円

418万9千円
1億7,157万3千円
3,993万6千円
3,274万7千円

3億3,298万1千円
11億9,323万4千円
9億2,481万0千円
3億7,467万4千円
5,652万5千円
58万2千円

82億2,916万5千円

41.9
29.2
38.4
38
30.9
46.1
44.3
44.7
40.3
41.1
23.6
34.1
16.1
39.4

（予算額には、歳入歳出ともに平成26年度からの繰越分1億4,514万2千円を含みます）

国民健康保険
後期高齢者医療
診 療 所 運 営
休日応急診療所
情報センター
地 域 情 報 化
奨 学 資 金
介護サービス
下 水 道
集 落 排 水
簡 易 水 道
ス キ ー 場
財 産 区

計

2,504,865
184,496
2,689,361
2,542,838
229,141
411,565
3,183,544
974,148

△ 1,468,331
△ 494,183
2,689,361

19,674,474
1,490,274
21,164,748
10,323,985
546,131
3,759,717
14,629,833
5,457,858
1,077,057
6,534,915
21,164,748

356,400

△ 52,554

△ 297,553

6,293

1,375,958

1,382,251

歳　出
執行率（％）

未 支 出 額

民 生 費
総 務 費
公 債 費
教 育 費
土 木 費
農林水産業費
消 防 費
衛 生 費
商 工 費
そ の 他
議 会 費
労 働 費
災 害 復 旧 費
予 備 費
歳 出 合 計

130億1,070万1千円
63億3,721万5千円
66億4,598万8千円
43億2,275万4千円
55億8,864万9千円
46億3,054万6千円
24億6,767万0千円
28億6,044万7千円
17億2,017万0千円
13億   724万6千円
2億9,276万6千円
1億6,433万5千円
8億   645万9千円
4,368万6千円

488億9,138万6千円

52億6,770万4千円
26億8,245万9千円
31億6,300万4千円
15億1,541万0千円
8億   674万5千円
8億5,536万8千円
8億1,714万2千円
8億6,312万2千円
7億   780万9千円
4億6,367万8千円
1億6,270万5千円
1億   908万9千円
1億9,188万4千円

0千円
171億4,244万1千円

317億4,894万5千円

項　　　目 予 算 現 額 支 出 済 額

40.5
42.3
47.6
35.1
14.4
18.5
33.1
30.2
41.1
35.5
55.6
66.4
23.8
0

35.1

（予算額には、歳入歳出ともに平成26年度からの繰越分9億6,063万4千円を含みます）

市財政は年々健全化市財政は年々健全化
実質単年度収支が７年連続黒字、
実質公債費比率減少など

今年度上半期の

「財政状況」
お知らせします
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前
郷
〜
矢
島
を
往
復

　
今
回
の
挑
戦
は
総
合
電

機
メ
ー
カ
ー
の
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク（
株
）と
埼
玉
県
立

川
越
工
業
高
校
が
、
同
社

の
エ
ボ
ル
タ
単
１
形
乾
電

池
の
性
能
実
証
実
験
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
校
電
気
科
「
電
車
班
」

（
13
人
）
の
生
徒
た
ち
は
、

出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
で
長
谷

部
市
長
の
激
励
を
受
け
た

後
、
詰
め
か
け
た
市
民
や

川
越
市
か
ら
駆
け
つ
け
た

応
援
団
の
声
援
を
背
に
、

乾
電
池
６
百
本
を
搭
載
し

た
自
作
の
車
両
で
午
後
０

時
32
分
に
前
郷
駅
を
出
発
。

平
均
時
速
約
８
㌔
で
力
強

く
走
り
続
け
ま
し
た
。

　
矢
島
駅
ホ
ー
ム
の
人
垣

で
山
田
西
香
さ
ん
（
矢
島

小
５
年
）
は
「
友
達
と
応

援
に
来
ま
し
た
。
乾
電
池

だ
け
で
本
当
に
走
れ
る
の

か
な
と
思
う
の
で
、
帰
り

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
折
り

返
し
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
エ
ボ
ル
タ
号
は
小
雨
の

　
乾
電
池
を
動
力
源
と
す
る
電
車
の
最
長
走
行
記
録
へ
の

挑
戦
が
今
月
３
日
、
由
利
高
原
鉄
道
の
前
郷
〜
矢
島
駅
間

で
行
わ
れ
、
沿
線
の
熱
い
声
援
を
力
に
、
電
車
は
往
復
22
・

６
１
５
㌔
を
走
破
し
、
初
の
世
界
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

中
、
２
時
間
47
分
を
か
け

て
走
り
き
り
、
午
後
３
時

19
分
に
前
郷
駅
に
到
着
。

ギ
ネ
ス
認
定
証
を
手
渡
さ

れ
た
生
徒
た
ち
に
「
お
め

で
と
う
」
の
祝
福
と
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

 
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
の

 

広
報
効
果
に
期
待

　
記
録
達
成
を
祝
っ
て
記

念
バ
ッ
チ
を
贈
呈
し
た
春

田
社
長
は
「
こ
の
線
区
が

選
ば
れ
た
こ
と
は
誇
り
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
経
営
は
厳

し
い
で
す
が
、
や
り
方
次

第
で
地
域
を
活
性
化
で
き

る
。
今
後
も
人
が
集
ま
る

鉄
道
に
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
、
社
業
の
飛
躍
に

決
意
を
込
め
ま
し
た
。

　「
駅
が
こ
れ
ほ
ど
の
人
で

あ
ふ
れ
た
の
は
、
今
ま
で

見
た
こ
と
が
な
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
、
延

べ
２
千
人
を
超
え
る
人
出

と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
在
京
の
マ
ス
コ
ミ
な

ど
35
社
の
取
材
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
行
わ

れ
、
全
国
的
な
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
の
様
子

は
来
月
中
旬
か
ら
同
社
の

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と

し
て
放
映
予
定
で
、
由
利

高
原
鉄
道
の
知
名
度
ア
ッ

プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

乾
電
池
電
車
で
世
界
最
長
距
離
走
行
チ
ャ
レ
ン
ジ

み
ん
な
の
熱
い
思
い
が
高
校
生
の
夢
を
か
な
え
た
！

由
利
高
原
鉄
道
が

　
　ギ
ネ
ス
記
録
の

　
　舞
台
に
な
っ
た
日

激
励
す
る
長
谷
部
市
長
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中
、
２
時
間
47
分
を
か
け

て
走
り
き
り
、
午
後
３
時

19
分
に
前
郷
駅
に
到
着
。

ギ
ネ
ス
認
定
証
を
手
渡
さ

れ
た
生
徒
た
ち
に
「
お
め

で
と
う
」
の
祝
福
と
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

 
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
の

 

広
報
効
果
に
期
待

　
記
録
達
成
を
祝
っ
て
記

念
バ
ッ
チ
を
贈
呈
し
た
春

田
社
長
は
「
こ
の
線
区
が

選
ば
れ
た
こ
と
は
誇
り
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
経
営
は
厳

し
い
で
す
が
、
や
り
方
次

第
で
地
域
を
活
性
化
で
き

る
。
今
後
も
人
が
集
ま
る

鉄
道
に
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
、
社
業
の
飛
躍
に

決
意
を
込
め
ま
し
た
。

　「
駅
が
こ
れ
ほ
ど
の
人
で

あ
ふ
れ
た
の
は
、
今
ま
で

見
た
こ
と
が
な
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
、
延

べ
２
千
人
を
超
え
る
人
出

と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
在
京
の
マ
ス
コ
ミ
な

ど
35
社
の
取
材
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
行
わ

れ
、
全
国
的
な
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
の
様
子

は
来
月
中
旬
か
ら
同
社
の

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と

し
て
放
映
予
定
で
、
由
利

高
原
鉄
道
の
知
名
度
ア
ッ

プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

矢
島
駅（
右
）や
西
滝
沢
駅（
上
）

の
人
だ
か
り
。記
録
達
成
で
歓
喜

に
包
ま
れ
る
前
郷
駅（
上
・
大
）
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受
講
対
象
者
　
県
内
に
在
住
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
お
よ
び
寡

　
婦

受
講
期
間
　
12
月
５
日
（土）
〜
平
成
28

　
年
１
月
23
日
（土）
の
間
の
毎
週
土
曜

　
日（
全
７
回
）　
９
時
半
〜
15
時
半

実
施
会
場
　
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

　（
秋
田
市
）

内
容
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
２
０
１

　
３
の
実
践
編

受
講
料 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
（
概

　
ね
２
千
円
）
は
実
費
。
託
児
希
望

　
者
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
11
月
26
日
（木）
ま
で
、
子
育
て
支
援

　
課
　
☎
24―

６
３
１
９（
写
真（
４

　
㌢×

３
㌢
）
１
枚
が
必
要
で
す
）

　
各
種
大
会
な
ど
で
体
育
施
設
を
使

用
す
る
団
体
は
、
事
前
の
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
12
月
11
日
（金）

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
後
日
、
平
成
28
年
度
体
育
施
設

利
用
計
画
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◎
平
成
27
年
度
の
年
間
施
設
利
用
の

　
申
請
を
し
た
団
体
に
は
申
請
書
を

　
郵
送
し
ま
す
の
で
、
連
絡
の
必
要

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
32―

１
３
３
４

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

岩
城
地
域
　
　
１
戸
（
城
下
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

大
内
地
域
　
　
１
戸
（
新
大
宮
田
）

公
営
住
宅

本
荘
地
域
　
　
１
戸
（
松
涛
）

　
　
　
　
　
　
１
戸
（
梵
天
）

矢
島
地
域
　
　
２
戸
（
下
山
寺
）

　
　
　
　
　
　
１
戸
（
山
寺
南
）

　
　
　
　
　
　
２
戸
（
栩
木
田
）

　
　
　
　
　
　
１
戸
（
栄
町
）

鳥
海
地
域
　
　
１
戸
（
下
野
）

公
共
住
宅

矢
島
地
域
　
　
１
戸
（
下
山
寺
）

東
由
利
地
域
　
１
戸
（
吉
野
）

鳥
海
地
域
　
　
１
戸
（
笹
子
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
11

　
月
25
日
（水）
ま
で
、
建
築
住
宅
課
　

　
☎
24―

６
３
３
４
、
ま
た
は
各
総

　
合
支
所
建
設
課

　
秋
田
電
気
安
全
サ
ー
ビ
ス
は
、
東

北
電
力
の
委
託
を
受
け
て
漏
電
調
査

を
行
い
、
日
常
点
検
や
手
入
れ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
調
査
員

が
訪
問
し
た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

調
査
員
は
制
服
を
着
用
し
、
身
分

　
証
明
書
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
よ
り
料
金
を
い
た

　
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
不

　
審
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
電
気
安
全
サ

　
ー
ビ
ス
本
荘
支
所
　
☎
22―

８
５

　
５
５

　
本
市
沖
・
に
か
ほ
市
沖
に
お
い
て

計
画
中
の
「（
仮
称
）
秋
田
県
沖
洋

上
風
力
発
電
事
業
」
環
境
影
響
評
価

の
「
方
法
書
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

事
業
者
名
称
　
株
式
会
社
レ
ノ
バ

縦
覧
場
所
　
市
役
所
生
活
環
境
課

縦
覧
・
意
見
受
け
付
け
期
間

　
11
月
16
日
（月）
〜
12
月
16
日
（水）
　
９

　
時
〜
17
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見

　
は
、
意
見
書
に
氏
名
、
住
所
お
よ

　
び
意
見
を
ご
記
入
の
う
え
、
生
活

　
環
境
課
備
え
付
け
の
意
見
書
箱
に

　
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
株
式
会
社
レ
ノ
バ

　（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１―

　
７―

２
　
東
京
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
18

　
階
）　
☎
０
３―

３
５
１
６―

６

　
２
６
０

名
称
　
ネ
ク
サ
ス
由
利
本
荘
店

縦
覧
の
期
限
　
平
成
28
年
２
月
22
日

場
所
　
商
工
振
興
課
内

※

コ
ピ
ー
料
金
は
有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
振
興
課
　
☎

　
24―

６
３
７
２
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情報ガイド情報ガイド
市からのお知らせやイベントなど、
身近な情報をお届けします。
市ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。
◎由利本荘市ホームページ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp
◆スマートフォンなどで
は、ＱＲコードからアク
セスしてください→

暮 ら し の お 知 ら せ

「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」受
講
者
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

「
風
力
発
電
事
業
」に
係
る

環
境
影
響
評
価「
方
法
書
」の

縦
覧
を
行
い
ま
す

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く

届
出
等
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

「
平
成
28
年
度
年
間
体
育
施
設
予
約
」

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

電
気
設
備
の
定
期
調
査
に

お
伺
い
し
ま
す

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練を実施します
『11月25日（水）　全国一斉情報伝達訓練』

　地震や津波、武力攻撃などの発生時に備えるため、消
防庁による全国瞬時警報システム「Ｊアラート」を用いた
全国一斉情報伝達訓練が11月25日（水）11時ごろ実施さ
れます。当日は、本市の防災行政無線・CATV音声告知端
末から一斉に試験放送が流れるほか、消防防災メールの
自動配信が行われます。
　市民の皆さんへの情報伝達体制について万全を期す
るための試験放送ですので、ご協力をお願いします。
実施日時　11月25日（水）　11時～
情報伝達手段　
▶防災行政無線（本荘・岩城・西目地域）
　の試験放送
▶CATV音声告知端末の試験放送
▶消防防災メール登録者への試験配信
※「これは、テストです」という試験放送・
　消防防災メール配信が行われます。
問い合わせ先
　危機管理課　☎２４－６２３８

　
会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際
な
ど
は
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

11
月
17
日
（火）
ま

　
で
受
理
す
る
請

　
願
、
陳
情
を
今

　
定
例
会
で
審
議

　
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

☎
24―

６
３
８
６

第
４
回「
市
議
会
定
例
会
」

会
期
日
程（
予
定
）の
お
知
ら
せ

11月27日（金）本会議（開会、議案の説明） 10時

9時半

9時半

10時

本会議（一般質問）

本会議（一般質問、議案質疑）

各委員会

本会議（質疑、討論、採決、閉会）

12月２日（水）
　　　３日（木）

７日（月）
～10日（木）

４日（金）

16日（水）

期　　日 内　　　　　容 本会議
開会時刻

12月1日は「世界エイズデー」
当日は県による羽後本荘駅での街頭キャンペーン（７時半～８時）、由利本荘保健所でＨＩＶ
検査・相談（17時半～19時）が行われます。　　…由利本荘保健所　☎２２̶４１２０問

■～家族に絶対おいしい！  と
　いわせる幸せレシピ～
　クッキングフェスタ
◇開催日…12月19日（土）　
正午～14時半　◇場所…シー
ガル　◇対象…赤ちゃんから
高校生のお子さんをお持ちの
親御さん　◇内容…地元野菜
たっぷりの料理バイキング、
きじまりゅうた先生の料理デ
モンストレーション＆サイン
会（詳細はＪＡ窓口の案内を
ご覧ください）　◇入場料…
無料　◇定員…100人（先着
順）　　　…11月9日（月）から、
各支店窓口または各営農セン
ター　　…ＪＡ秋田しんせい
営農振興課　☎２７－１６０
１、または企画課　☎２７－
１６６１

■ナラティブブック秋田
　キックオフミーティング
　ナラティブブックとは「個
人情報を患者自身が管理して、
ＩＣＴ（情報通信技術）を活用
したネットワークで地域の医
療・介護・福祉関係者が情報を
共有する仕組み」のことです。
私たちの医療がどう変わるの
か一緒に考えてみましょう。
◇日時…11月21日（土）　13
時半～、22日（日）　９時～　
◇会場…シーガル　◇入場料
…両日無料　◇定員…300人
◇内容…【21日】『地域包括ケ
アとナラティブブックの「つ
ながり」』、【22日】『ナラティブ
ブックの持つ「ちから」』と題
し、医療・介護・福祉関係者の
三者が講演・討論などを行い
ます。　　…由利本荘医師会
事務局　☎２２－４０８５

■Ｙｏｒｉ 本 Ｊｏｙ
　（ヨリホンジョイ）
◇日時…11月22日（日）　10
時～14時　◇会場…齋彌酒造
店・田屋・石脇公徳館 　◇内
容…酒蔵見学、日本酒の試飲、
工芸品、アート、雑貨の展示・
販売コーナー、 トーク＆ライ
ブ （椎名純平、青谷明日香、 Ｗ
ａｔａｎａｂｅａｃｈ！、石
川コウ、ＤＪ ＳＯＵ）※夜間
はアクアパルを会場に、Ｙｏ
ｒｕ本Ｊｏｙ（ヨルホンジョ
イ）開催。ステージイベント、
飲食あり（有料） 　　…実行
委員会事務局（さいとうデン
タルクリニック）　☎７４－
３１１０

■由利組合総合病院「病院祭」
◇日時…11月21日（土）　８
時50分～14時半　◇会場…
由利組合総合病院　◇内容…
吹奏楽、コーラス、農産物販売、
バザー、写真展示、健康相談な
ど　　…由利組合総合病院　
総務管理課　☎２７－１２０
０

■かしわ温泉18周年記念
　猿倉人形芝居
◇日時…11月28日（土）　13
時～　◇入場料…無料（別途
大広間使用料あり）　　…か
しわ温泉　☎３３－２２５９

■由利高校　課題研究発表会
◇日時…11月20日（金）　12
時40分～15時半　◇会場…
カダーレ　大ホール　◇入場
料…無料　　…由利高校　小
松先生　☎２２－３２１９

■子吉川の「刈り草」を
　無償で提供します
　資源の有効活用のため、堤
防の刈り草を無償で提供しま
す。
◇受付期間…11月16日(月)～
20日（金）　９時～16時に子
吉川出張所へお越しください。
（詳細については子吉川出張
所ホームページをご覧くださ
い）　　…国土交通省 秋田河
川国道事務所　子吉川出張所
☎２２－６３６０

　通帳と届出印をご持参の上、口座のある市内金融機関、ＪＡ、郵便
局、収納課・各総合支所振興課でお申し込みください。なお、手続き
には１カ月ほどかかります。お申し込みはお早めに。
問い合わせ先　収納課　☎２４－６２０６（口座振替など）
　　　　　　　税務課　☎２４－６３０３（納税証明など）
　　　　　　　または各総合支所振興課

11月30日（月）　国保税（第５期）

―納期内に納めましょう―

市税・国保税の納付は、便利で確実な口座振替で！

国保税納期のお知らせ

　由利地域の小菅野集落遊園地にこのほど、宝くじの助
成金で遊具「すべり台」が設置され、早速、地域の子ど
もたちが楽しそうに遊んでいます。
　この事業は、宝くじの事業収入を財源とし、地域のコ
ミュニティー活動の活性化などを目的に実施。遊具は、
事業費２４８万４千円で設置され、このうち２４０万円
の助成を受けました。

小菅野集落遊園地に

すべり台が設置されました

申込

問

問

問

問

問

問

問

市
職
員
人
事
異
動

□
市
長
部
局

▼
矢
島
総
合
支
所

【
振
興
課
】

主
席
主
査
〈
総
務
部
総
務
課
主
席

主
査
〉　
佐
藤
昌
司



■
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
・
団
体
・
個

　人
の
作
品
展
示

日
時
　
11
月
27
日
（金）
〜
29
日
（日）
　
９

　
時
〜
17
時
（
29
日
は
16
時
ま
で
）

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・

　
２
・
３

■
生
涯
学
習
体
験
コ
ー
ナ
ー

①「
押
花
絵
」
制
作

日
時
　
11
月
27
日
（金）
　
10
時
〜
、
13

　
時
半
〜

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
創
作
テ
ラ
ス

参
加
料
　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

②「
粘
土
フ
ラ
ワ
ー
」
制
作

日
時
　
11
月
29
日
（日）
　
10
時
〜
、
13
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日
時
　
11
月
25
日
（水）
　

【
矢
島
】
ミ
ニ
テ
ニ
ス
　
13
時
半
〜

　
14
時
半
　
矢
島
体
育
セ
ン
タ
ー

【
岩
城
】
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
　

　
９
時
〜
正
午
　
岩
城
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
フ
場
、
卓
球
交
流
会
　
９
時
45
分

　
〜
11
時
　
岩
城
総
合
体
育
館

【
由
利
】
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ

　
ー
ツ
体
験
会
　
９
時
半
〜
11
時
半

　
由
利
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

【
大
内
】
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

　
９
時
〜
15
時
　
松
本
体
育
館

　
時
半
〜

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
創
作
テ
ラ
ス

参
加
料
　
８
０
０
円
（
材
料
代
）

③
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時
　
11
月
28
日
（土）
　
10
時
〜
、
13

　
時
半
〜

会
場
　
カ
ダ
ー
レ
　
市
民
活
動
室

※

①
・
②
は
要
事
前
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　本
荘

　
教
育
学
習
課
　
☎
22―

２
６
７
３

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
苦
労
を
、

コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な
が
ら
気
軽
に

お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
東
由
利
】
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
10
時

　
〜
正
午
　
げ
ん
き
館

【
西
目
】
軽
ス
ポ
ー
ツ
　
13
時
半
〜

　
15
時
　
西
目
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

【
鳥
海
】
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

　
室
　
19
時
〜
20
時
半
　
鳥
海
ト
レ

　
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎

　
32―

１
３
３
４

日
時
　
12
月
６
日
（日）
　
13
時
半
〜

会
場
　
ア
ク
ア
パ
ル
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク

　
ス
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
　
斎
藤
さ
ん
　
☎
０

　
９
０―

８
４
２
４―

１
０
１
９

　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
『
移

住
〝
ま
る
ご
と
〞
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』

（
＝
移
住
相
談
会
）
を
仙
台
で
開
催

し
ま
す
。
由
利
本
荘
の
仕
事
や
住
ま

い
、
地
域
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
仙
台
圏
域
在
住
で
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
を
お
考
え
の
方
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
28
日
（土）
　
14
時
半
〜
16

　
時
半

会
場
　
仙
台
駅
前
貸
会
議
室
「
Ｈ
Ｕ

　
Ｍ
Ｏ
Ｓ
５
」（
ヒ
ュ
ー
モ
ス
フ
ァ

　
イ
ヴ
・
仙
台
市
青
葉
区
１
丁
目
10

　
番
１
号
　
☎
０
２
２―

２
２
１―

　
６
２
６
５
）

※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交

　
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料
（
交
流
会
参
加
の
場

　
合
は
別
途
）

対
象
　
本
市
、秋
田
県
へ
の
移
住（
Ｕ

　
Ｉ
タ
ー
ン
）を
お
考
え
、ま
た
は
関

　
心
を
お
持
ち
の
方（
学
生
含
む
）

　  …
仕
事
づ
く
り
課
　
☎
24―

６

　
２
４
７

日
時
　
11
月
28
日
（土）
　
13
時
半
〜
15

　
時
半
（
申
し
込
み
不
要
）

場
所
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に
か

　
ほ
市
民
が
健
康
を
守
る
会
事
務
所

　（
石
脇
字
石
脇
２
）

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　（
認
知
症
の
方
本
人
の
参
加
も
可

　
能
で
す
）

内
容
　
認
知
症
の
本

　
人
や
そ
の
家
族
が

　
集
ま
り
、
自
由
に

　
話
を
し
な
が
ら
仲

　
間
づ
く
り
を
し
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
認
知
症
の
人
と
家

　
族
の
会
　
☎
23―

４
４
８
８

食
生
活
改
善
料
理
教
室

　〜
米
粉
を
使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ
〜

　
家
庭
の
食
卓
で
は
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
い
「
米
粉
」
に
注
目
し
、
簡
単

に
作
れ
る
お
い
し
い
レ
シ
ピ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
５
日
（土）
　
10
時
〜
13
時

会
場
　
岩
城
会
館
　
調
理
実
習
室

メ
ニ
ュ
ー
　
フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
る
米

　
粉
ピ
ザ
、
米
粉
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ

　
ー
、
胡
麻
風
味
の
米
粉
ブ
ラ
マ
ン

　
ジ
ェ

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

　〜
プ
リ
ザ
ー
ブ
ト
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　
　ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
〜

　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
（
３
〜

５
年
長
持
ち
す
る
枯
れ
な
い
花
）
な

ど
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の

方
で
も
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
６
日
（日）
　
10
時
〜
正
午

会
場
　
岩
城
会
館
　
日
本
海
の
間

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
　
は
さ
み

講
師
　
市
本
荘
分
室
生
涯
学
習
奨
励

　
員
　
本
荘
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
倶

　
楽
部
代
表
　
伊
藤
祐
子
さ
ん

◀
共
通

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
11
月
27
日
（金）
ま
で
、
岩
城
公
民
館

　
☎
73―

２
４
６
８
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11
月
の
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

第
29
回
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

「
Ｘ,
ｍ
ａ
ｓ
ラ
イ
ブ
」開
催

問

第
３
弾 

由
利
本
荘
移
住

　〝
ま
る
ご
と
〞
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
仙
台

「
岩
城
公
民
館
講
座
」を
開
講
し
ま
す

○「情報ガイド」の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものとしています。掲載希望の際は担当各課へご相談ください。

11月は「ねんきん月間」
11月30日は「年金の日」です
いい みらい

「ねんきんネット」を使うと、インターネットで年金記録、年金見込み額を簡単に確認できます。
詳しくは「ねんきんネット」と検索ください。　
　   …日本年金機構　☎0570－058－555　※050から始まる番号は☎03－6700－1144問

■12月からの「遊泳館」各種教室
【水泳教室】
定員　30人
●初級【木曜】（クロール、背泳ぎ）
開催日　12月３日(木)から
毎週木曜日　全11回
10時15分～11時10分
●初級【金曜】（クロール、背泳ぎ）
開催日　12月４日（金）から
毎週金曜日　全12回　
11時15分～12時10分
●中級（クロール、背泳ぎ、平泳ぎ）
開催日　12月７日(月)から
毎週月曜日　全12回
10時15分～11時10分
●上級（クロール、背泳ぎ、平泳
　ぎ、バタフライ）
開催日　12月４日（金）から
毎週金曜日　全12回　
10時15分～11時10分
【水中ウオーキング教室】
各定員　30人
●月曜コース
開催日　12月７日(月)から
毎週月曜日　全12回
11時15分～12時10分
●木曜コース
開催日　12月３日(木)から
毎週木曜日　全11回
11時15分～12時10分
参加料　１５００円
【ベビースイミング教室】
定員　15組（保護者と１・２歳の
お子さん対象）
開催日　12月17日（木）から
毎週木曜日　全12回
14時15分～15時
参加料　１５００円
【アクアビクス教室】
定員　20人
開催日　12月１日（火）から
毎週火曜日　全12回
10時半～11時20分
参加料　１５００円
※各教室とも参加料を教室初日
にいただきます。ただし、プール
使用料は毎回必要です。
　　　　…遊泳館　☎２４－０
１３４

■「特設人権相談所」を開設
◇日時・会場…12月１日（火）　
10時～15時　鶴舞会館・社会福
祉協議会西目支所、２日（水）　
10時～15時　紫水館・岩谷会館・
東由利公民館、２日（水）　13時
～15時　高城センター、８日
（火）　10時～15時　矢島福祉会
館、10日（木）　10時～15時　善
隣館　◇主な相談内容…人権相
談（差別、名誉、信用など）、困り
ごと（土地、建物の権利・登記、家
族、不動産の賃貸借）、子どもの
人権（いじめ、不登校、体罰　　
　 …法務局本荘支局　☎２２̶
１２００

■本荘税務署
　「決算説明会」を行います
　本荘税務署では、個人事業者
を対象に、所得税法の改正点、決
算に当たっての留意事項、ｅ̶
Ｔａｘの利用の仕方など基本的
な事項について説明会を行いま
す。申し込みは不要ですので、お
気軽に参加ください。
説明時間　いずれも２時間程度
持ち物　年末調整関係書類、筆
記用具
【営業所得者・不動産所得者の
説明会日程】
〇青色申告の方
12月10日（木）　13時半～　市職
業訓練センター
12月11日（金）　10時～、13時半
～　市職業訓練センター
12月16日（水）　13時半～　日新
館
〇白色申告の方
12月10日（木）　10時～　市職業
訓練センター
12月16日（水）　10時～　日新館
【農業所得者の説明会日程】
〇青色申告の方
12月17日（木）　13時半～　秋田
しんせい農業協同組合本店　第
１会議室
〇白色申告の方
12月17日（木）　10時～　秋田し
んせい農業協同組合本店　第１
会議室
　  …本荘税務署個人課税部門
☎２２－２３３５（音声案内で
２番を選択）

申込 問

訂正

問

問

一
般
書

一
般
書

武
士
道
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

マ
イ
ス
ト
ー
リ
ー

振
り
袖
大
好
き
！

日
本
海
軍
艦
艇
図
鑑

男
子
厨
房
居
酒
屋
料
理

嫌
老
社
会
を
超
え
て

40
代
か
ら
の
健
康
に
な
る
下
着
活
用
術

憧
れ
の
リ
ゾ
ー
ト
観
光
列
車
全
国
鉄
道
ト
ラ
ベ
ル
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

李
家
幽
竹
の
開
運
風
水

お
金
を
か
け
ず
に
老
後
を
楽
し
む
贅
沢
な
節
約
生
活

大
い
な
る
謎
　
真
田
一
族

強
い
お
ば
さ
ん
弱
い
お
じ
さ
ん

僕
は
も
う
憑
か
れ
た
よ

池
上
彰
の
そ
こ
が
知
り
た
い
！
ロ
シ
ア

欧
州
統
合
、ギ
リ
シ
ャ
に
死
す

ホ
ン
ダ
ジ
ェッ
ト

美
酒
王
国
秋
田

に
ょ
に
ょ
に
ょ
っ
記

女
子
の
た
め
の
髪
育
レ
ッ
ス
ン

大
河
ド
ラ
マ
と
日
本
人

誉
田
　
哲
也

林
　
真
理
子

世
界
文
化
社

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

横
田
　
渉

五
木
　
寛
之

お
ぬ
ま
　
と
も
こ

ベ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ズ

李
家
　
幽
竹

保
坂
　
隆

平
山
　
優

小
川
　
有
里

七
尾
　
与
史

池
上
　
彰

竹
森
　
俊
平

前
間
　
孝
則

「
美
酒
王
国
秋
田
」編
集
委
員
会

穂
村
　
弘

浜
中
　
聡
子

星
　
亮
一
／
一
坂
　
太
郎

オ
ス
ス
メ
新
着
本

オ
ス
ス
メ
新
着
本

〈一般書〉

お
い
し
い
も
の
と
恋
の
は
な
し

田
辺
　
聖
子
　
著

世
界
文
化
社
／
１
５
１
２
円

見
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
、心
の
奥
の
せ
つ
な

い
気
持
ち
。 

恋
の
様
々
な
感
情
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
、滋
味

と
と
き
め
き
の
詰
ま
っ
た
９
つ
の
物
語
。

脳
を
一
番
シ
ン
プ
ル
に
使
う
勉
強
法

福
井
　
一
成
　
著

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
／
１
１
８
８
円

文
系
頭
の
人
で
も
脳
を
上
手
に
切
り
替
え
れ

ば「
数
学
」「
理
科
」を
得
意
に
で
き
る
！

脳
を
正
し
く
使
う
勉
強
法
を
ま
と
め
た
一
冊
。

ず
か
ん
雲

武
田
　
康
男
　
著

技
術
評
論
社
／
２
５
７
０
円

あ
の
雲
は
、ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
行
く
の
か

な
？

雲
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
。子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
雲
の
本
。

〈Ｕ-２０（１０代向けの本）〉〈児童書〉

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

Ｕ―

20
（
10
代
向
け
の
本
）

児
童
書

児
童
書

小
説
　
心
が
叫
び
た
が
っ
て
る
ん
だ
。

川
床
に
え
く
ぼ
が
三
つ

国
家
公
務
員
に
な
る
に
は

お
な
や
み
相
談
部

お
任
せ
！
数
学
屋
さ
ん

女
子
中
学
生
の
小
さ
な
大
発
見

超
平
和
バ
ス
タ
ー
ズ

に
し
が
き
　
よ
う
こ

井
上
　
繁

み
う
ら
　
か
れ
ん

向
井
　
湘
吾

清
　
邦
彦

彼
岸
花
は
き
つ
ね
の
か
ん
ざ
し

ヘ
ン
テ
コ
シ
ャ
ン
プ
ー

さ
か
な
だ
っ
て
ね
む
る
ん
で
す

は
っ
き
ょ
い
　
ど
ー
ん

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ご
う

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
る
お
も
し
ろ
自
動
販
売
機

朽
木
　
祥

み
や
に
し
　
た
つ
や

伊
藤
　
勝
敏

や
ま
も
と
　
な
な
こ

や
な
せ
　
た
か
し

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

中
央
図
書
館
　
☎
22
│
４
９
０
０
　
岩
城
図
書
館
　
☎
73
│
３
６
７
３

由
利
図
書
館
　
☎
53
│
２
１
２
１
　
出
羽
伝
承
館
　
☎
62
│
０
５
０
５

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
市
図
書
館
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。蔵
書
検
索
も
で
き
ま
す
。

図書館●行こう！へ

　　 …本紙11月1日号14㌻
「本荘税務署」の記事中8行目
「修書」は「修正申告書」の誤り
ですので、訂正いたします。



問い合わせ先

  健康管理課
  （本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなの家族みんなの

健康ノート

A
Q

Q

A
Q

A
Q

A

Q
A

Q

A
Q

Q
A

A

14平成 27年 11月 15日号　広報ゆりほんじょう

もうお済みですか？日本脳炎予防接種

Ｑ＆Ａ

Q

A
Q

A

＜制度全般＞

　　マイナンバーを希望しない人は
　　どうすればよいですか？
通知カードは、希望に関わらず全住
民に届けられます。個人番号カード
は、申請した方に来年１月から交付さ
れます。

　　実際にどういうところで使いま
　　すか？
確定申告など税や社会保障の届けの
際に必要になりますので、大切に保
管をお願いします。

　　マイナンバーの使用頻度はどの
　　くらいですか？
使用頻度は個々に異なりますが、一般
的には雇用保険の得喪、源泉徴収、児
童手当の現況届などに使います。
＜通知カード、個人番号カード＞
　　個人番号カードは必ず申請しな
　　ければならないのですか？
申請は任意です。平成29年１月から
のマイナポータルの利用には、カード
が必要になります。このほか、国では
今後、健康保険証を個人番号カード
と一緒にする計画もありますので、利
用する機会が増えてきます。

　　個人番号カードの申請はすぐに
　　しなければいけないのですか？
来年１月以降順次交付されるので、
必要な方は早めにお願いします。
　
　　未成年者が個人番号カードを取
　　得したい場合、どのような手続
　　きが必要ですか？
15歳未満の方は、保護者など法定代
理人の対応が必要です。

　　個人番号カードの更新はどうなりま
　　すか？更新費用はどうなりますか？
20歳以上は10年、20歳未満は５年で
す。また、更新時の費用はまだ決まっ
ておらず、国が検討中です。

　　他の市町村などへ転出した場合、
　　再発行が必要ですか？また、その
　　際に手数料はかかりますか？
住所などの券面記載事項の変更は
カードに裏書きします。その余白がな
くなった場合の再発行の手数料は無
料です。

　　死亡時に通知カードは返還する
　　必要がありますか？
ご遺族がカードをお持ちの場合には
返還をお願いします。紛失した場合
はお知らせください。特に罰則はあり
ません。

　　通知カードを紛失したらどうな
　　りますか？
万が一紛失したときは、速やかに市役所
とコールセンターへ連絡してください。

【平成 7年 4月2日～平成19年 4月１日生まれの方】
20歳未満まで無料で接種できます

【平成19年 4月2日以降に生まれた方】
通常のスケジュールで接種してください

※4回目は5年程あけて（1回目と2回目の間隔が5年以上
あいている場合、4回目は1年程の間隔で）接種することで、
より発症を予防しやすくなります。

問い合わせ先
健康管理課
☎２２－１８３４

●予診票がない方には健康管理課または各総合支所市民福
祉課で予診票を発行します。母子手帳をご持参ください。
（来所できない方は電話でご相談ください。）

　近年、デング熱や日本脳炎など、蚊を原因とする感染症が注視
されています。また、受験や就職の際に、感染症予防のために接種
歴を確認する学校や企業も出てきています。対象の方で規定回数
の接種をされていない方は、早めの接種をお願いします。

  その後の接種方法
・6日以上（標準的には6～28日）の間隔をおい
  て2回接種
・2回目接種からおおむね1年後に3回目を接種
・4回目（2期）は9歳以上で接種し、3回目から
  6日以上あける※
・2回目と3回目を6日以上の間隔をあけて接種
・4回目は9歳以上で接種し、3回目から6日以上
  あける※
・3回目を接種
・4回目は9歳以上で接種し、3回目から6日以上
  あける※
・4回目を9歳以上で接種し、3回目から6日以上
  あける※

接種歴

全く受けて
いない

1回接種済

２回接種済

３回接種済

1期初回は 6日以上の間隔
であれば可
また、7歳 6カ月未満は
無料で接種可

13 歳未満は無料で接種可

3歳～4歳未満で6～
28日の間隔をあけて
2回接種
2回目の接種終了後
おおむね1年後に接種
9歳～10歳未満で接種

1期
初回

1期追加

2期

1回目

2回目

回　数   標準的接種年齢・間隔   

前号でお知らせした、通知カード
の発送開始日が11月17日㈫に変
更になりました。必ず届きますの
でご安心ください。

マイナンバー制度が始まるにあた
り、皆さんの疑問にお答えします。

！

標準的接種年齢・間隔で
接種できなかった場合

マイナンバーコールセンター　　　☎０５７０－２０－０１７８
マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８

　平成17年度から中断されていた「日本脳炎予防接種」が、
平成22年度から再開され、定期の予防接種（努力義務あり）
となっています。
　基礎免疫をつけるためには、接種済みの回数を含めて合計
4回の接種が必要です。
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お
た
よ
り

声◆
10
月
21
日
、「
東
由
利
中
学
校
駅
伝 

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
東
由
利
の

住
民
が
こ
ぞ
っ
て
応
援
し
、
と
て
も

楽
し
い
１
日
で
し
た
。
　

駅
伝
の 

子
等
が
走
り
て 

秋
高
し

 

（
菊
地
さ
ん
・
72
歳
・
東
由
利
地
域
）

◆
い
こ
い
の
森
、
黄
桜
の
里
、
八
塩
ダ

ム
の
紅
葉
が
好
き
で
、
毎
年
10
月
末

か
ら
11
月
中
旬
頃
ま
で
見
に
行
っ
て

い
ま
す
。
何
度
行
っ
て
も
見
て
い
る

だ
け
で
幸
せ
で
し
た
。

 

（
齋
藤
さ
ん
・
68
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
鳥
海
山
も
す
っ
か
り
雪
化
粧
し
、

ま
た
ま
た
雪
が
里
に
も･･･

冬
支
度

を
急
が
な
け
れ
ば
ね
。

 

（
小
番
さ
ん
・
61
歳
・
矢
島
地
域
）

◆
市
内
で
、
幼
児
が
冬
で
も
遊
べ
る

場
所
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
小
野
さ
ん
・
39
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
先
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
で
開
催
さ
れ

て
い
た
「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
へ
孫
を

連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
木
の
お
も

ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
有
り
、
大
人
で
も

楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
PN.
あ
こ
り
こ
さ
ん
・
64
歳
・
西
目
地
域
）

◆
10
月
中
旬
に
高
校
の
同
期
の
仲
間

と
〝
お
ば
こ
号
〟
に
乗
り
、
春
田
社

長
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
宅
し
て

広
報
紙
を
読
み
返
し
、
由
利
高
原
鉄

道
を
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

 

（
小
川
さ
ん
・
59
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
11
月
に
入
り
、
本
当
に
寒
く
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
毎
回
広
報
の
表
紙
を

見
て
い
る
と
暖
か
さ
を
感
じ
、
平
和

で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

 

（
PN.
北
島
三
郎
さ
ん
・
78
歳
・
西
目
地
域
）

　
♣
秋
も
終
盤
。
冷
え
込
む
日
も
多
く

　
な
っ
て
き
ま
し
た
。
間
も
な
く
来
る
降

　
雪
に
備
え
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
交
換
は

　
早
め
に
行
い
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

　
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
Ａ
）

　
♥
由
利
本
荘
若
者
会
議
で
は
、「
何
か

　
し
た
い
け
ど
、
何
を
し
た
ら
い
い
か
分

　
か
ら
な
い
」
方
を
大
歓
迎
と
の
こ
と
。

　
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
、
年
齢
に
関
係
な

　
く
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
そ
う

　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
）

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう
<10月16日～31日受け付け分>

板垣　伶采ちゃん（康弘さん）東梵天

伊東　星那ちゃん（ 寛 さん）一番堰

佐藤　慶弥ちゃん（憲司さん）石脇

黒澤　晴馬ちゃん（陽介さん）田町

小野寺　紬ちゃん（ 毅 さん）石脇

豊島　希々ちゃん（ 久 さん）一番堰

鈴木　晴翔ちゃん（ 謙 さん）石脇

佐藤　万恵ちゃん（辰哉さん）水林

佐藤　琉生ちゃん（由樹さん）矢島町立石

佐藤　依栞ちゃん（尚登さん）森子

今田　悠翔ちゃん（直樹さん）岩谷町

池田　壮汰ちゃん（ 豊 さん）岩谷町

黒木　璃乃ちゃん（龍一さん）鳥海町伏見

り　さ

せ　な

きょうや

はるま

　　　つむぎ

の　の

はると

ま　え

りゅう

いおり

はると

そうた

り　の

10月の交通事故発生状況
事故件数  １４件
死亡者数     ０人
負傷者数  １５人

  （10月 31日現在）

10 月累計 昨年同期

７７件
２人
９３人

８４件
１人

１０３人

10月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 80,864人（-70）
男 =38,582 人　（-46）
女 =42,282 人　（-24）

世帯数 30,524 世帯（21）

〈10月16日～31日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望され   
る方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

どうぞ やすらかにどうぞ やすらかに

尾留川トキ子さん

川村　ひささん

佐々木フクヱさん

佐々木ノヱさん

佐々木金男さん

東海林詔男さん

藤原　キヱさん

堀　　久子さん

佐々木民雄さん

伊藤　　昭さん

鈴木　キワさん

遠藤たま子さん

細矢　カネさん

藤田千代三さん

北林　久雄さん

三船　彦七さん

佐藤　孝雄さん

三森　千代さん

大友テイ子さん

茂木ヨシ子さん

（前郷・85歳）

（大谷・96歳）

（岩野目沢・87歳）

（大倉沢・97歳）

（平岫・84歳）

（中田代・68歳）

（葛岡・84歳）

（中館・87歳）

（岩野目沢・95歳）

（岩谷町・76歳）

（東由利杉森・81歳）

（東由利法内・67歳）

（西目町沼田・99歳）

（西目町出戸・85歳）

（西目町沼田・85歳）

（鳥海町小川・88歳）

（鳥海町上川内・72歳）

（鳥海町伏見・71歳）

（鳥海町上笹子・87歳）

（鳥海町伏見・86歳）

佐藤　ユキさん

佐々木　隆さん

小番　幸雄さん

佐藤　良子さん

黒木　郁夫さん

佐藤　　大さん

工藤シゲノさん

菊池　留吉さん

湯田　正一さん

那須たき子さん

渡邊　忠廣さん

伊藤　京子さん

中村　福夫さん

渡邊　洋一さん

佐藤　恭治さん

（中梵天・89歳）

（石脇・66歳）

（矢島町荒沢・89歳）

（矢島町城内・86歳）

（矢島町元町・84歳）

（矢島町田中町・70歳）

（岩城内道川・88歳）

（岩城滝俣・88歳）

（岩城亀田最上町・93歳）

（岩城赤平・63歳）

（岩城内道川・74歳）

（岩城内道川・79歳）

（岩城勝手・85歳）

（陳ケ森・78歳）

（黒沢・66歳）

丸山　恭正さん

佐藤ツタヱさん

打矢　スヱさん

佐々木珠美さん

髙関オトメさん

渡邊　榮助さん

保科由美子さん

木村武二郎さん

齊藤　　悦さん

菅原　マサさん

間杉　和夫さん

熊谷　卓三さん

阿部　文子さん

佐々木廣雄さん

佐藤　貞男さん

（東梵天・51歳）

（神沢・93歳）

（石脇・90歳）

（松ヶ崎・53歳）

（大鍬町・82歳）

（船岡・81歳）

（石脇・61歳）

（石脇・79歳）

（観音町・82歳）

（大鍬町・89歳）

（砂子下・71歳）

（二番堰・64歳）

（大鍬町・92歳）

（御門・82歳）

（石脇・93歳）

　
　
　
お
た
よ
り

　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
お
た
よ
り
」は
読
者
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。ふ
だ
ん
感
じ
て
い

る
こ
と
や
交
換
し
た
い
情
報
、広
報

紙
へ
の
思
い
な
ど
あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　あ
て
先

　
〒
０
１
５
ー
８
５
０
１

　
尾
崎
17

　
由
利
本
荘
市
広
報
課
　
あ
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
ー
６
０
９
０

　「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

　先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て

　く
だ
さ
い
。※

11
月
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン

　ト
は
19
日
ま
で
。
希
望
す
る
方
は
前
号
の

　ク
イ
ズ
の
答
え
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

事故･違反･飲酒運転のない街に！

工藤　長吾さん（旧本荘市功労者・内越）
１月16日永眠されました。昭和42年から20年以上の長き
にわたり、旧本荘市市政連絡員を務められ、行政の円滑
な推進や住民の自治意識の高揚に貢献されました。また、
納税貯蓄組合長、国民年金委員として、納税意識の向上、年
金制度の普及に尽力されました。昭和62年旧本荘市地方
自治功労者顕彰。96歳。
【おわび】工藤氏のご功績につきましては、本紙の掲載が遅
れましたことを深くおわび申し上げます。

人　の動き


